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火口周辺警報発令時の警戒範囲



◆蔵王山（蔵王連峰）の火口周辺警報への対応



糸 魚 川 市 視 察 研 修



水蒸気爆発時 融雪型火山泥流 被害想定図



マグマ噴火時 融雪型火山泥流 被害想定図



☆ 避難路が阻まれた場合の一時集合場所（例）



☆ 橋の通行止め等（例）



☆ ＵＴＭ（ユニバーサル横メルカトル図法）座標の記載

国土地理院ＨＰより（蔵王町総合運動公園多目的グラウンド周辺）

避難計画より



☆ 防災ＧＩＳ













蔵王山の噴火警報発表後における主な対応について 

                       宮城県蔵王町
ざおうまち

 

平成２７年 

４月１３日  警報発表後に緊急速報メールを町内エリアに送信 

想定火口域 1.2 ㎞以内の蔵王エコーライン通行止 

及び登山道の入山規制看板設置 

 

４月１６日  観光関係者を対象に風評被害払拭に関する説明会 

        開催（参加者約１００名） 

 

４月２７日   ４月議会補正予算で火山対策備品、風評被害対策費 

として４，８００万円計上 

 

５月 １日  避難計画（暫定）の策定公表、広報ざおうで周知 

 

５月 ９日  村井県知事が観光関係者と意見交換会。支援策と 

        して「観光王国みやぎ旅行券発行事業」に特別枠 

        で予算確保 

 

５月１１、１２日 被害想定区域に対する避難計画住民説明会開催 

（水蒸気噴火を想定） 



５月１３日 国土交通省に「防災体制強化及び観光業支援に関する 

緊急要望書」を提出 

１ 火山の監視強化のため、観測・監視機器の設置 

２ 電源や通信を確保するインフラ整備 

３ 警戒・避難体制の構築に生じる経費の市町に対する財政支援措置 

          ４ 観光及び農林水産業などの風評被害に対する支援財政措置 

          ５ 国による緊急調査や情報伝達訓練として「火山噴火防災訓練」 

            の実施 

          ６ 松川火山砂防事業の推進、緊急減災対策の実施 

 

６月 ２日  第１回蔵王山火山防災協議会開催 

 

６月１６日  火口周辺警報の解除発表（午前９時） 

 

６月２２日  蔵王エコーライン開通（例年より２ヵ月遅れ） 

 

１０月２８日 第２回蔵王山火山防災協議会において「蔵王山の 

噴火活動が活発化した場合の避難計画（平成２７年１０ 

月）」を公表 

 

１２月７～９日 被害想定区域に対する避難計画住民説明会開催 

          （避難対象世帯及び人口） 

            御釜由来・・・  168 世帯 ・  323人 

                水蒸気噴火・・  205世帯 ・  464人 

マグマ噴火・・1,067世帯 ・2,769人 

 

 



 【主な防災対策】 

 

 １ 避難所に非常用飲料水、食糧の確保、災害資機材の備蓄 

   

 ２ 刈田岳山頂に火山監視カメラ１基、遠刈田温泉街に防災 

サイレンスピーカを２基新設 

   

 ３ 防災ＧＩＳ（地理情報システム）構築による基盤及び防災 

情報の整備活用 
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